
１．調査の概要 

●調査の目的

●調査の流れ

●モデル地区一覧

２．外観調査の結果（全体概要） 

●モデル地区全体における空き家の特徴 

空き家の所有者を自治会等で把握しているか 空き家となっている期間

空き家建物全体の劣化・破損の状況 劣化・破損による部材等の落下・飛散について 

モデル地区における空き家調査の主な結果について 

自治会等が所有者情報         を把握している空き家の割合は約７３％ 

空き家となっている期間が３年以上の空き家が約５１％ 

『廃屋と感じる空き家』は約１０％、『状態が良好と感じる空き家』は約６４％ 

劣化・破損による部材等の落下・飛散について『特に問題と感じていない空き家』が約８０％

(氏名・住所・電話のいずれか)

n＝417 戸 

所有者情報を 
把握していない

111 戸 
（26.6%）

所有者情報を 
把握している 

306 戸 
（73.4%） 

把握している情報内訳

氏名：279 戸（91.2%）

住所：159 戸（52.0%）

電話：143 戸（46.7%）

他の： 22 戸（ 7.2%）

n＝417 戸 

３年未満 
105 戸 

（25.2%）

不明
98 戸 

（23.5%）

３年以上 
214 戸 

（51.3%）

3 か月未満 

： 6 戸（5.7%） 

3 か月～半年未満 

：11 戸（10.5%）

半年～1 年未満 

：26 戸（24.8%）

1 年～3 年未満 

：62 戸（59.0%）

n＝417 戸 

良好 
268 戸 

（64.3%）

その他 
10 戸 

（2.4%）

廃屋 
41 戸 

（9.8%）

不良 
98 戸 

（23.5%）

n＝417 戸 

特に問題と 
感じていない

335 戸 
（80.3%） 

問題発生した
7戸 

（1.7%） 

いつ発生しても
おかしくない 

28 戸 
（6.7%）

将来的な発生
を心配 
47 戸 

（11.3%） 

１／２

本市をまちの成り立ちによりいくつかのエリアに分類した上で、そのエリアごとに空き家の

状況を調査し、本市における空き家の特性を分析する。 

【H24：モデル調査（16 地区） / H25：モデル拡大調査（19 地区）】 

① 市街地形成過程を分析し、エリアを分類

② エリアごとに調査地区数が概ね均一になるよう調査地区を選定

③ 外観調査（H24.8～9、H25.10～11）・所有者アンケート調査（H24.11、H25.12～H26.1）を実施

④ 調査結果をもとに、本市における空き家の特性を分析

※DID地区：人口集中地区のことで，国勢調査区を基礎単位地区として，人口密度が40人/ha 

以上の調査区が隣接して5,000 人以上を有する地域 

区 調査年度 世帯数 空き家数 空き家率
東 H25 200 6 3.0%
北 H24 287 4 1.4%

中央 H24 880 60 6.8%
中央 H24 136 21 15.4%
江南 H24 59 1 1.7%
秋葉 H24 412 59 14.3%
南 H24 150 14 9.3%
西 H24 96 3 3.1%
西 H24 100 3 3.0%

小計 2,320 171 7.4%
北 H25 177 1 0.6%

中央 H25 246 2 0.8%
江南 H25 289 15 5.2%
秋葉 H25 220 8 3.6%
南 H25 182 11 6.0%
西 H25 192 10 5.2%

西蒲 H25 233 8 3.4%
西 H24 210 9 4.3%

小計 1,749 64 3.7%
北 H25 385 1 0.3%
東 H25 405 7 1.7%

中央 H25 340 9 2.6%
江南 H25 299 0 0.0%
西 H25 225 1 0.4%
東 H24 426 11 2.6%

小計 2,080 29 1.4%
北 H25 587 7 1.2%

江南 H25 198 9 4.5%
秋葉 H25 265 3 1.1%
南 H25 215 1 0.5%
西 H25 240 3 1.3%

西蒲 H25 122 3 2.5%
小計 1,627 26 1.6%

北 H24 327 9 2.8%
南 H24 80 2 2.5%
南 H24 441 43 9.8%
南 H24 76 6 7.9%
西 H24 103 1 1.0%

西蒲 H24 324 66 20.4%
小計 1,351 127 9.4%
合計 9,127 417 4.6%

Ｅ
地
区

【田園集落地区】

田園・集落部にある
集落地区

Ｃ
地
区

【H17 DID地区】

DID地区で昭和61～
平成17年に拡大した
区域

Ｄ
地
区

【その他地区】

市街化区域でDID地区
に該当しない地区

地区分類

Ａ
地
区

【S45 DID地区】

昭和45年時点のDID
地区（※）

Ｂ
地
区

【S60 DID地区】

DID地区で昭和46～60
年に拡大した区域



３．外観調査の結果（地区分類ごとの概要） 

●地区分類ごとの空き家の特徴 

空き家の所有者を自治会等で把握しているか 空き家となっている期間

空き家建物全体の劣化・破損の状況 劣化・破損による部材等の落下・飛散について 

４．所有者アンケート調査の結果（概要） 

●モデル地区における空き家所有者の特徴 

 空 き 家 か ど う か 空き家の売却先や賃借先の募集状況 

 空 き 家 の 維 持 ・ 管 理 の 状 況  空 き 家 の 所 有 者 の 年 齢 
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Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区

問題発生した いつ発生してもおかしくない

将来的な発生を心配 特に問題と感じていない
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Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区

良好 不良 廃屋 その他 不明

モデル地区における空き家調査の主な結果について

周辺住民は空き家と考えているが、所有者は空き家と考えていない割合は約１８％ 

空き家のうち売却・賃貸の募集をしていない割合は約８７％ 

空き家の点検を自らしている割合は約７１％、何もしていない割合は約１３％

空き家の所有者のうち約３６％が７０歳以上で、６０代以上の割合は約６７％

賃貸先を募集
4 戸 

（3.5%） 

両方で募集 
1 戸 

（0.9%） 募集していない
100 戸 

（87.0%） 

n＝145 戸 

空き家である 
119 戸 

（82.1%） 

空き家ではない
26 戸 

（17.9%） 

n＝115 戸 
無回答 4戸

売却先を募集
10 戸 

（8.7%） 

その他 
11 戸 

（9.2%）

何もしていない
16 戸 

（13.4%） 

業者に委託 
8 戸 

（6.7%）

自ら定期的に点検 
35 戸 

（29.4%） 

３０歳代
3 戸 

（2.6%）

n＝117 戸 
無回答 2戸

７０歳以上
42 戸 

（35.9%）

６０歳代
36 戸 

（30.8%）

５０歳代
29 戸 

（24.8%）

４０歳代
7 戸 

（6.0%） 

n＝119 戸 

２／２

自治会等が所有者情報を把握している空き家の割合はＤ地区（その他地区）を除く

全ての地区で７５％以上

３年以上空き家となっているものの割合はＡ地区（S45 DID 地区）で６０％以上

『廃屋と感じる空き家』がＥ地区（田園集落地区）で約１７％ 

劣化・破損による部材等の落下・飛散について『特に問題と感じていない空き家』

が全ての地区で７５％以上 

n＝171 戸（Ａ地区）， 64 戸（Ｂ地区），29戸（Ｃ地区），
26戸（Ｄ地区），127 戸（Ｅ地区） 

106戸
(62.0%)

31戸
(48.4%)

10戸
(34.4%)

12戸
(46.2%) 55戸

(43.3%)
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3年未満 3年以上 不明

130戸
(76.0%)

50戸
(78.1%)

22戸
(75.9%)

8戸
(30.8%)

96戸
(75.6%)
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所有者情報を把握している 所有者情報を把握していない

130 戸
（76.0%）

50 戸 
（78.1%）

22 戸 
（75.9%）

8 戸 
（30.8%）

96 戸 
（75.6%）

106 戸
（62.0%）

31 戸 
（48.4%）

10 戸 
（34.4%）

12 戸 
（46.2%）

55 戸 
（43.3%）

17 戸 
（9.9%）

1 戸 
（1.6%）

21 戸 
（16.5%）

0 戸 
（0.0%）

2 戸 
（7.7%）

134 戸
（78.4%）

56 戸 
（87.5%）

25 戸 
（86.2%）

24 戸 
（92.3%）

96 戸 
（75.6%）

n＝171 戸（Ａ地区）， 64 戸（Ｂ地区），29戸（Ｃ地区），
26戸（Ｄ地区），127 戸（Ｅ地区） 

n＝171 戸（Ａ地区）， 64 戸（Ｂ地区），29戸（Ｃ地区），
26戸（Ｄ地区），127 戸（Ｅ地区） 

n＝171 戸（Ａ地区）， 64 戸（Ｂ地区），29戸（Ｃ地区），
26戸（Ｄ地区），127 戸（Ｅ地区） 

自ら不定期に点検 
49 戸 

（41.2%） 




